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居住環境評価の予測に関する研究(第 2報)
山本ふみ子・中根芳一
Study on Evaluation of Living Environment (Part2) 
FUMJKO Y AMAMOTO AND YOSHJKAZU N AKANE 
序 論
生活環境は.どのような側面に.どのような重みをも
って，評価されているかを明らかにし，牛j需環境の改普ー
の為には、どのような配慮がなされねばならないのかを.
数依的に杷怒しようとするのが，本論の日的である。
調査概要
ホ¥1
調究は，白ir報と同じものであるので，詳細[土省く 。今
何分析を行った調有1貰同は，世帯のJ基礎項同(表ー1) 
及び，環焼評価ri'iF1のうち， 7段階評価の43 r~i 同 (表
-2) である c 環境評価は.
(1 )非常に満足
(2 )かなり満足
(3 )やや満足
(4 )ふつう
(5 )やや不満
(6 )かなり不満
(7 )非常に不満
の7段F併で.カッコ内に示す 1 7う、ら 7の評行を与えた。
評点の芦iいほど.不満度の大きいことを示す。
分析方法の概要
多変品解析法には. if[阿')-;1:'分析法，判別|世1数法、囚イ
分析法.主成分分析法， 正)~，相関分析法がある。
本論では，肉子分析法と.意向帰分析法を用いで分析を
行 っ た の ~I子分析法により.魚沼環t克評価の内部精道
を明らかにしようと試みた。 さらに主阿'1日分析により
と主治環境の総合評価が.どのような環岐評価項円により
簡単に説明できるかを同帰式の形で求めた。 分析には
大阪市~r大学計算機センタ ーのパッケージプログラム R
05 (セントロイド法)， R 08 (パリマックス法貰交
阿転)およびoL S 1 (!l"i:同帰分析法)を用いた。
分析と考察
1 生活環境評価の内部布陣造について
1-1 分析方法
分析方法は.肉子分析によった。計算機の能力に
よる制限の為可分析r質問を， 2 1 r買円としたう これら
の項同は. 便宜的な方法であるが，!f\:同帰分析の、{系 t~
表-1 基礎項目の一覧表
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因子分析(パリマックス直交回転法)の結果
lt<I 子 ;1:¥ 荷
耳Z 日
第 4 悶チ 第 5 因子 第 6 因子 第 7 因チ第 1因子 第 2因チ 郷 3 因子
子供向遊び場内危険f笠性 0.415 0.248 ー-0.341 -0.181 0.182 0.064 0.409 
住宅の火災の危険 0.162 -0.128 107431 -0.120 -0.052 0.098 -0.155 
住宅内地-震号車の危険性 0.149 -0.045 -0.783 -0.119 -0.004 0.082 ー-0.106 あ島県 盗の危険怜 -0.021 -0.118 。.349 o. 114 0.066 0.155 1 0.570 
可証内向騒音
101| 
-0.213 -0.180 -0.224 0.073 0.023 0.112 
屋外的空気の汚れ 0.76 0.045 -0.148 -0.178 0.092 0.134 -0.104 
F直外的悪臭 .77 0.000 ー-0.051 ー-0.101 0.000 0.150 一0.096
~内のはこっ・悪奥 0.69 -0.140 -0.134 -0.130 -0.135 0.387 -0.081 '* t~ Iす 0.262 -0.291 0.057 -0.152 0.023 |0.657| -0.164 司王V"Iグ〉哩らグ〉日量、り 0.186 0.120 ー-0.275 一0.145 0.160 0.646 -0.011 
司互I勾の1Ilの暑さ 0.133 -0.074 一-0.430
-←-0 ..41958 11 0.217 -00..445196 0 0.266 周閉め清潔さ 0.355 -0.069 -0.131 -0.267 -0.223 
周聞の景観 0.293 -0.042 -0.343 -0.141 0.311 0.027 
内然とのふれあい '0.251 0.187 -0.362 0.113 0.143 0.054 
i丘同革関係 0.010 -0.164 0.040 0.150 0.067 -0.110 
問JllIの風車己 0.293 -0.087 -0.099 -0.047 0.097 -ー0.015 
よそと比べての物価 0.110 -0.430 -0.192 -0.099 -0.020 
住居費町出資 -0.020 0.176 0.136 0.128 0.683 0.271 -0.163 
医錦町通孟量について 0.198 -0.325 0.018 一0.227 0.100 -0.008l ~銀行・郵便局の便利害 -0.021 i-3;::i -0.088 -0.137 -0.110 0.103 0.219 日常の買物の便利害 0.107 -0.051 -0.022 0.099 0.033 -0.018 
因子寄与 2.819 1.853 3.145 2.969 1 . 171 1.694 1.142 
苦手与車 13.4% 8.8% 15.0% 14‘1% 5.6% 8.1% 5.4% 
普F与率的集積 13.4% 22.2% 37.2% 51.3% 56.9% 65.0% 70.4% 
因子の怠味 保健性 利 f民恒三 安全性 (全周耗閣i内庖環境VE〉 時 r斉性 住宅向性飽 あ畢巣医 喧嘩
袋一3
事 7因子
雨量殖の脱亜
61外での担軍の ， 
E唖施量について
企制施置について
金項目の因子分類
M 4因子 l 割 5因子
{怯 適性 ) 1 (睦踊性 }
企圃聞の揖置き l よそと比べての働恒
周自の量I 1 住居置の出費
白熱kのふれ晶い
踊鵬
周囲の脱
生活環境の快適性と相関の高い項目
目 l 単相l関係数
O. 55 
O. 47 
O. 45 
O. 43 
O. 43 
O. 42 
O. 42 
O. 4 1 
O. 4 I 
O. 40 
O. 40 
表-5
方t
周岡町般観
自然とのふれあい
周倒的市濃さ
嵐内で円価動
周 H目的風紀
宅内でのはニ η ・悪臭
通風位
そ円他的人災
申内で町岨骨
屋外で肉宅気伺汚札
室内で向冬的自由ワ
サ ンプル敏 n・810
目との相関関係から推定した。 因子分類の推定が困難
であったのは，次の6項目であった。 r交通事故の危険
性J r子供の遊び均の危険性J rハエ ・カ ・ネズミ ・ゴ
キブリの状態J rゴミの回収J rし尿処恕J r子供の遊
び場の充足」
芳4因子を，快適性の因子と意味づけしたが，これは.
「生活環境の快適性」の項目と，相関の高い項目が， 表
-5に示すように r周関の景観J r自然とのふれあいJ
「周囲の清潔さ」であることによる。 なお， 'jl.相関係
数の 0.1%有意水準l;t，サンプル数 100以上では，
r =0.33である。
芳6肉予の「水はけJ r日当り」は，セントロイド法
の結果では，汁 l肉子(総合的屑t主因子と身えられる)で
( 10) 
の t検定1在， 25%有:立水埠のものとした。 211貰自の相関
係数表を用いて，セントロイド法(反復法)による分析
を行い，その結果を用いて.パリマックス法直交回転に
よる分析を行った。パリマックス法は，一般に単純織造
とばれる因子構造をもたらし.悶子の解釈を容易にする
傾向があるといわれているJ叫
1 -2 因子分析の結果と考察
パリマックス法直交向転の結果は， 表-3に示す。閃
子数は7個であった。 なおサンプル数lま， 810であ
る。 汗 l因子は.騒音，"Z}:気汚染，悪臭に関する項目
の因 F負荷が高<，保健f生の輸と解釈される。 芳2因
子l;t，銀行，郵便局や，円常の買物の便利きで代表され，
利便性の軸と解釈される。 芳3肉子lま，火災， tl!:;ta寺
の危険性で代表され，安全性の軌，汗4因子は，周聞の
景観，風紀，自然，近隣関係の項闘で代表され，快適性
と考えられる。 芳5因子は，よそと比べての物価，住
居授の出資で代表され，経済に関するものと思われる。
分6因子は，水はIt人冬の円当りの因子負街が高<， * 
7因子は.犯罪，医療施設の因子負荷が高いが、因子
の意味づけは，はっきりしない。 環境評価を求めた全
項目を，肉子別に分類したのが褒-4である。 閃子分
析にかけなかった 17 J質問については，分析にかけた項
中根 ・山本:居住環境評価の研究
表-6 重回帰分析の結来 (5%有立水準)
I賀 自 回帰係数
X. 主l勾の騒音 。.=0.089 
x， li!.外空気の汚れ 。， =0.073 
x， 銀行 ・郵便局の便利さ 。， =0.079 
x. 住宅の火災の危険性 a，ー 0.067
X5 住宅の池袋時の危険性 a， =0.061 
x. 周l羽の風紀 a.=0，150 
X7 周i周のI肯ì~ さ 。7=0.120
X8 自然とのふれあい a. =0.081 
X. よそと比べての物価 a. =0.061 
X .0住l.f'Piの出笥 。'0=0.051
X l 室内の冬の日 当リ 。11=0.105 
X"水はけ a，=0.069 
x"あきlj.t.強盗の危険性 a.3 =0.068 
u 生活環境総合"干{尚
サンプル数 n =915 
重相関係数 R =0.670 
表-7 内部卒n関表
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期
5%有761水準
!fi.相関係数R=0.670 
サ/プル数 n= 915 
川相関係 It
0.10 O.I~ O.ZI 
(1'内OYW
"図f{I~ t干の1:1\0，1)汚れ
~Z網 Illlli.j‘俊財の~Mさ
(IJ:宅の火火の危険?生
事S肉f!
1住宅の旭農の危A世
0.139 
o.lh¥ 
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O.I3b 
{よそtltべでの椅偏
.5凶I!
l 住民貨の地質
1"句の冬抗日当リ
J6凶H
1本山?
~7国( .~・a 強孟の危捻性
O.li3 
図ー 1 偏抑制係数(目的変数 生活環境の総合評価)
サンプJレ数 n = 915 
回 国 国 凪 日 国 図 図 箆 図 回 図 園 国
回 fT.'むの火災的危険"'1 1.000 
図 {民主の地蔵1，干の危険料 0.559 1.000 
凪あき巣 強ー盗の危険'1 0.273 。2りl 1.000 
ロ従『人Jの.l!，iUユ o 256 0.227 o 125 1.000 
G:!I J~是タ}ç')寸空~"(，C7) rTj.t l o 26!3 0.256 o I岨6 。‘382 I 000 
図水はけ () 243 o 202 O. J 34 o 314 o 264 1.000 
!.ill・'i:i'勾グラ宅Lグラ t-f'1'1リ 0.279 O. ~63 0.081 o 205 り 290 () ~i5z I 000 
亘 1;・¥1iJRグ〉υ・t.結さ o 265 o 254 o 163 0.335 o :J87 o 363 n z9s I 000 
0l ，'，然との_).札品、. o 27:1 () 269 o 066 o 293 0.427 o 202 O. .14志 o. :l26 1.000 
図 J.~lI!ll的風紀 0.242 o 234 0.054 0.291 0.35リ 0.296 0.215 o 510 () 4~n 1.000 
国よそと比べての才却価 。101 o 131 0.124 o 0同2 0.110 0.053 0.043 t) 051 -0.019 0.029 1.00 
回 f恒'/;"l苛の :II'{Y 0，007 0.063 o 001 o 047 o 067 。 11:2 0， ltj~i 0.011 o 09R 0.050 0.14時 1.00 
函銀行・郎f史J.;Jのf必-1"1さ o 14 I o 072 。 11I 口 1:15 () 029 1 21-1 り 116 o 198 り Ol6 り 161 () 179 -0.077 • 00 
illご主iliI;l.t党総介.;+f耐 O.3G!j o 336 o 094 0.385 。3H4 o 381 o .106 o 4-12 o 39S o 440 0.161 。 12R 0.253 1.000 
閃子負荷がおかったがパリマ y ケス法 11'(交 I同 ，~I;によって .
~JIの閃子に分騰して現れたものである この肉千は.
1下宅の性能に関する閃 fー ではないかと思われる
2.生活環境の総合評価に関する重回帰式
2 -1 重回帰分析について
Pイ凶"見日月変数 (XI. X，一 令 ..'Xp)とそれに対応する H
的変数(1/)が n組 <n主主p+ 1 )カサ!十られると、 批
小白来詰;ー により (1)式のような凶似式を計十ることがで
きる。
y=旬。+a，x，+α2X，+ 一一十QpXp .--_ (ー1、
iao:定数
α， '係数
X， : 1観測f1( (説明変位)
y 予測値(f-J的変数)
説明変数 X i I立 J耳ーいに 1~!1'1:していることが，白if従
条f1である 内滞納閣の布いJft1 iう¥説明変数として
入っていても U的変数とのfljllの高い項目のif(四川係数
めんが大きくなる。従って項目減少法により求めた紋終
結*<係数の I検定値が5%有芯;1<'V.)のIIM式の必Rj)
変数1;1:‘は'-1:独立な項目より成ょしているとJfえられるロ
備本1関係数とは.説明変数の日的変数に対する影粋の
訓介を示すもので.怖の大きいものほど.説明力が大き
し、c
係数の t検定筑の大きさによっても，係数の(三府wt:を
知ることができる c 係数の被定値に対 L.係数の襟準誤
差が大きい甥合に:立、その係数の信頼性が小さ"。
f系f.{の推定f，i'.
係数の標準j呉ネ t 
で.この慌が統，i的に t分布をすることが分つでいる。
t険定例の5%台な水準とは. 100同のうち5同，誤
る危険性があるという程度の正磯さであることを示しで
いる。
iJt相1¥係ft(R)とは.実iR'川i責gと.そのI司帰依定f点
y"との相関係数で守阿帰.x'¥の説明力を示す。
0云R三 |で，. 1 Iニi互いfLfol'}泊まそのあてはまりカJ良1.¥0
2-2 分析方法
パ yケージプログラムOLSlでは.算出した係数の
t検定値の低いものから説明変数を 1J負円ずつ務L. t 
険定fu責5% {i.lJ水準の項目によるfn]川
????
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表-8 項目の説明度の 要因分析の偏相関数・2)
大きさ比較
重回帰分析の偏相関係数
廟也 項 目 世相関悟量
l 周囲の眉£ 0.213 
2 買物の恒判き 0.196 
3 騒音 0.194 
4 住宅河周囲の揖 。193
5 通勤通学の安全き 。184
6 闇囲の空地の広き 0.183 
7 1 A通L 。160
8 周囲の摘揮さ ι154 
9 すすやはよqの.tk暫 。148
101 fの目当。 。125
日 夜置の明るき 0.120 
12 蚊やハエの.tk聾 0.092 
13 悪臭 0.090 
14 子棋連の量びの安全き 0.083 
15 木Ilt 0.078 
16 のら犬'のら撞の.tk聾 0.073 
17 ごみの匝眠 0.072 
181 I!l曹サービス 0.066 
19 し尿島理 0.050 
。ω049
21 通勤・通学の恒刊さ 0.038 
睡 項 目 面梱目関悟鞍
l 室内の冬の目当q 0.173 
2 室内の騒音 0.139 
3 周囲の風紀 O. 136 
4 担行事直局の恒判き 0.118 
5 周囲の摘揮さ 0.116 
6 自黙とのふれ品い O. 107 
71 !i!.外の圭置の汚れ 0.099 
8 水 はけ 0.096 
9 よそt比べての物価 0.087 
10 住宅の究員の量脆性 0.086 
1 住宅の地毘の危雄性 0.075 
12 住居費の出費 0.072 
13 あき蝶強盗の危脆性 0.089 
サンプル量n=915 サンプル量n=816 
計算をくり返す。
今回は，環境評価に関する38項目を説明変数とする
生活環境の総合評怖についての回帰式を求めた。無問答
項目のある調査票{;l:，分析から除外した。 l回目の分析
サンプル数は， 8 I 0であった。 この結果から，説明変
数21 項目 (25%有意水準)をデーターとして選び直
し，サンプル数91 5で，再びm回帰分析にかけ，係数
の t検定値5%有意水準の回帰式を求めた。
2-3 霊回帰分析の結果と考察
分析結果は，表-6に，内部相関表を 表-7に示す。
生活環境の総合評価の向帰式は，次式で表わせる。
13 
.1= ヱaiXi 
????
?
?
?
?
??????????
???
?、
αi! Xi， Yは， 褒-6に示すものである。
同帰式のあてはまりのよさを示す重相関係数は， 0.670 
である P
説明変数の，説明カの大きさは， j扇相関係数の比較に
よって行える。前項で行った因子分析の結果を利用して，
説明変数の各項目を因子別に分類して，偏相関係数を示
したのが図ー1である。偏相関係数の大きい項目は，
「冬の日当り J (芳6因子)， r室内の騒音J (芳 1因
子)， r周阿の風紀J (芳4因子)， r銀行等の便利さ」
(i' 2閃子)， r周囲の清潔さJ (芳4因子)等で，快
適性に関する芳4因子に含まれる項阿が， 上位にある。
芳21明子(安全性)に関するI頁同は， 10 位と II伎に
現れ，比較的説明力が低い。
居 学
塙目
屯内の蝿脅
屋外の空気の汚れ
銀行銘便局の便利き
住宅の火担の危険仕
5%有意水準
箪相関係数R=0.695 
サンプル数 n=617 
掘削聞係 E
O国 0.10 0.15 
0.002 
。館lO
0.1缶
周聞の風紀
0.1日
0.145 
0.1白
n燃とめ4 れあい
周囲の滑増さ
住居費の出I!
よそと比べての物価
宰内の告にのR当。
*"け
住宅床両機
住宅所jf形惨
t主主桂年盤
0，145 
0.1初
0.19 
Q.13 
。開7
0.10 
図-2 偏相関係数 (目的変数生活環境の総合評価)
0.156 
表-9 基礎項目のウェート
項目 カテプ1) ウェート
住J1}専用 3 . 6 
JA 住専+商業 3 . 9 
i主 IHl， 4 .0 
地 住I~; + 商業 4 . 3
域 I街;t 4 . 2
指 住民一+商・却i工 4 . 2 
必L li/l} +工業 4 . 6 
{圭
150 m'以上 3 2 
1∞"が~ 3 . 4 
床宅 80m'- 3 . 8 
I(，i 60 m' _ 4 . 0 
干高 40m'- 4 . 1 
40lt'末満 4 . 2 
住毛所有 持家 3 . 7 4 公的1Ue 4 . 0 
形L<:/lill¥貸 4 . 5 
態その他 4 . 2 
奇生二保J弘、
11 ・建 3 . 6 
itイ子 3 . 9 
連続，也 4 . 2
項目 カテゴリー ウェート
:1七E李年時主 5年未満 3. 3 
5年以上 4 . 1 
20万円以上 3.6 
世 16万円~
3 . 9 
12万円~ 4 . 1 
4月li 10万円~ 4 . 3 
耳1 87J円一 4 . 2 
6万円ー 4 . 3 
6Jj同未満 4 . 6 
専門的技術的 3 . 6 
世 管理的 3 6 
予主告
事務的 4 1 
販売・サー nピ- 3 4 . 1 
転業 運輸通1
4 . 3 
伎能的 4 . 3 
その他 3 .8 
無転 4 .0 
t手主止官学歴 商大中 竿'十
'i 4 .2 
偏相関係数による，項目の説明度の高さの順位を，桜
*21 
井美政氏等による要因分析と比較したのが， 表-8であ
る。共通して偏相関係数の高い項Hは r周囲の風紀」
「騒音J r銀行 (買物)の便利さJ r向然 (周囲の緑)J 
「周閉の清潔さ」などである。
今同の調査では r冬の日当り」の偏相関係数が，一番
高いが，桜弁氏等による調査では，中f立である。重回帰
分析と要因分析は，基本的な考え方は同じであるが，入
力データーの扱い方が異ることもあり，多少の差がみら
れるとも考えられる。
基礎項同の回答にウェートをかけたデーターを，説明
変数に加えで貢|百|帰分析した結果が表-9である。ウェ
ートは，回答カテゴリー毎の.総合評価の評点の平均値
を用いた(褒-9)。選んだ基礎工頁問は，総合評価との
(12) 
大量に対L :fi~喧 11なもの1
中綴 ・山本 居住環境評価の研究 -99-
o '" 
1. Itて"" ・・・圃・圃・圃
2 概略力 岡田
3. lI~柑h 園田園
4. '.11繊遣 F・圃園田園・
S 聾銅~39. 63る ' 
ω 回'" 
雄JlI"JL干寄金武 {主なもの}?
???
?
?
?
???
???
?
? ????
??
?
?
?
??
(1) 
• 
4() 
' 
60 
• 
闘聞の量霞1:1fし守d肘 '1主なもの)
o '" 
l 闘"のたて':1< ..._ 
2 l正の配置 ヂザイ--
3 舗が夕、 -・E・
• t~地 再
S 舞同署51.8出 ' 
ω 0 
' 
8自
司P
交通"'"付L不宣Ij'.<'!.f主念らのl。 初 40
1 事 歩道が広分自1-
2. ".倹ぃ E・・・・
世号楓醤惨量がト1圃
5. It量瞬がない F 
. 健闘喜お，~ 。
60 
• 
.， 
噂
国高. 気になる題苦 {主佐bの}o mω 
1 J喝など 恒
2. 011.民
3.1{1行It _ 
• u • 
5.陽家念らm舟 圃・
6 その他 .. 
? 量両者36.1鬼 ' 
~I なる 111略 {主'/L v，I )
0'" ・a
1 了蜘r 回
2 痩集工事 戸
3. n偽，
4 竃. J 
5.IU，" "・・
6 その邑 ' 
7 異例甚52.1% I 
60 
• 
(1) 
• 
1醐
→ 
(1) . 60 ' 1∞由‘・
、咽A
-・
"的%
• 
空気の汚hでう4になるもの f主令ものJ
0 '" ‘0 
1. T.tーからのススw=:-
3. fIl防曜の携~"ス . 
その他 F・
5 ・嗣~38.2担 ' 
8l 
• 
iω% 
噂
60 
• 
100% 
• 
'^I;~' る車受 1"なも の}
o '" 
: 下康. -
2. ]'t金制.，，:t .. 圃圃
3. ~量 111 同
• 01同 ，，~.q又 凹・・・・
5 その飽 F・
6 俸制甚5.1..銘 ' 
め
• 
00 
• '" • 100弘「
図-3 生活保境の問題点の単純集計結果 (サンプル数 n=1080)
クロス集計をカイ向乗検定し， 1 %有定ー水準で，有意業
のみられたものである。本ー礎I質問が無向答の望号をtiいた
ため，サンプyレ数は 614に減少した。屯回'M分析の結果
を図ー2に示す。分析に加えた基礎項目のうち，5%有
X!~水球のものは r住宅経年数J r住宅所有状態Jr (王毛
面続」であった。f;境評価項目の順位は，サンプル数915
の場合とはやや巽 1)， r日当り」の説明伎がおちている。
.iF.fIlY，J係数は， 0.695であり， )t;Ii:~項目を加えない場合よ
り‘0.025の上対であった。
1 2調究地院の，手守稀汚染データー(詳細lま前報を参
!l草されたい)を.童向帰分析の説明変数に加える予定で
あったが.汚染データーは，j也灰毎に問ーであること，
汚染データーの内部相関の高いものが多いことから，計
算が進まなかった。その1."今日の分析項目から除外し
た。
3.生活環境の問題点
生活環境評怖に関連して，その不安保や問題点につい
ての集計結来が， 図-3である。該当する質問にのみ回
答を求めたので，無回符の比率は向くな っている。火災
や地震時に.不安な点と してli， r建てこみJや 「家の
機造」が多く桁適されている。騒??.振動.空気汚染，
臭気の主な原因として，向動車の指i直が多く，身近なfHJ
題として感じられていると考え られる。
あとがき
閃る分析により，生活環唆評価lまr安全性J r保健i牛ー」
「快適性J r利便性」のほか r経涜性J r住宅の件白b
など7j困の閃子の折h汁Iができた。しかし閃Tの意味づけ
の明らかでない閃子もあり，調1EJi'i門の選び方にもIl:J!li
が残っていると忠われる。
主同帰分析の説明変数l立，物珂的なデーター に罰きか
えてゆくごとにより.環境改葬の為の指標を得ることが
できると考えられる。品}次頁に本調主にm¥、たぷ従来を
'1、す。
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